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伊勢浜
　湊　

朝日山
　湊　

大　島
伊勢浜
宮城野

輝 富 士
榛 　 湊

錦 　 竜

旭 　 丸

高 馬 鵬

夏野登岩

聡ノ富士

31西
36西

59東
85東

44東
56西
102西

吉 　 岡
高 　 崎

前 　 橋
高 　 崎

前 　 橋
吉 　 岡
高 　 崎

幕 　 下【 】

三 段 目【

序 二 段【 】

】

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

荻
野

羽う

き希
さ
ん

み
ど
り
笠
懸
小
６
年

シ
ャ
ト
ル
を
遠
く
に
飛

ば
す
ク
リ
ア
が
得
意
。
打

ち
返
せ
な
か
っ
た
シ
ャ
ト

ル
が
、
練
習
を
積
ん
で
返

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

と
っ
て
も
楽
し
い
。
憧
れ

は
高
橋
明
日
香
選
手
。
今

の
課
題
は
、
カ
ッ
ト
プ
レ

ー
が
も
っ
と
う
ま
く
な
る

こ
と
で
す
。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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【
序
二
段
】

●
旭

丸
う
わ
て
な
げ
千
代
聖

熊
本

【
三
段
目
】

●
夏
野
登
よ
り
き
り

冨
蘭
志

フ
ィ

●
錦

竜
お
し
だ
し

竜

輝

愛
知

【
幕

下
】

○
榛

湊
つ
き
お
と
し
穂

嵩

熊
本

◇

◇

◇

【
序
二
段
】

高
馬
鵬
―
東

山
（
福
島
）

聡
富
士
―
北
勝
真
（
長
野
）

【
幕

下
】

輝
富
士
―
峰

刃
（
埼
玉
）
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関
連
記
事

面

【
カ
イ
ロ
共
同
】
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
世
界
選

手
権
第
５
日
は

日
、
カ
イ
ロ
で
行
わ
れ
、
男

子
エ
ペ
個
人
で
元
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
見

延
和
靖
（
ネ
ク
サ
ス
）
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
日
本
協
会
に
よ
る
と
、
エ
ペ
で
日
本
勢
の

表
彰
台
は
初
め
て
。

昨
夏
の
東
京
五
輪
で
団
体
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た

歳
の
見
延
は
３
回
戦
で
山
田
優
（
山
一

商
事
）
、
準
々
決
勝
で
加
納
虹
輝
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

と
の
日
本
勢
対
決
を
制
し
４
強
入
り
。
準
決
勝

も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
選
手
に
勝
っ
た
が
、
決
勝
は
東

京
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
ロ
マ
ン
・
カ
ノ
ヌ
（
フ
ラ

ン
ス
）
に

―

で
敗
れ
た
。

女
子
フ
ル
ー
レ
個
人
は
、
東
京
五
輪
代
表
の

上
野
優
佳
（
中
大
）
東
晟
良
（
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
）

が
と
も
に
８
強
入
り
し
た
の
が
日
本
勢
の
最
高

だ
っ
た
。

元
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の

底
力
だ
っ
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

３
種
目
で
唯
一
、
全
身
ど
こ
で

も
突
け
ば
得
点
に
な
る
エ
ペ
は

世
界
で
競
技
人
口
が
多
く
「
キ

ン
グ
・
オ
ブ
・
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
初
物
好

き
」
と
い
う

歳
の
見
延
が
日

本
勢
初
の
表
彰
台
に
た
ど
り
着

き
、
団
体
金
メ
ダ
ル
の
東
京
五

輪
に
続
い
て
再
び
日
本
の
力
を

世
界
に
知
ら
し
め
た
。

見
延
の
試
合
に
は
エ
ペ
の
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
フ
ル
ー

レ
や
サ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
攻
撃

の「
優
先
権
」が
な
い
種
目
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き
や
角
度

か
ら
剣
を
突
く
。
ベ
テ
ラ
ン
の

経
験
を
生
か
し
て
「
一
瞬
の
距

離
の
駆
け
引
き
」
で
優
位
に
立

ち
、
３
回
戦
で
山
田
、
準
々
決

勝
で
は
加
納
と
五
輪
団
体
メ
ン

バ
ー
の
２
人
を
一
本
勝
負
で
撃

破
。
勝
負
強
さ
を
見
せ
て
決
勝

ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。

五
輪
よ
り
世
界
選
手
権
は
出

場
選
手
が
多
く
、
日
本
代
表
の

青
木
監
督
は
「
本
当
に
勝
つ
の

が
難
し
い
の
は
世
界
選
手
権
と

言
わ
れ
て
い
る
」
と
今
回
の
銀

メ
ダ
ル
の
意
義
を
指
摘
す
る
。

エ
ペ
に
強
い
思
い
入
れ
を
持
つ

見
延
は
満
足
し
な
い

キ
ン

グ
・
オ
ブ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の

誰
も
到
達
し
た
こ
と
が
な
い
高

み
に
到
達
す
る
た
め
に
は

世

界
選
手
権
の
金
メ
ダ
ル
は
確
実

に
必
要

と
不
断
の
努
力
で
ま

い
進
す
る
覚
悟
を
示
し
た

元

世
界
ラ
ン
ク

１
位
の
底
力

男
子
エ
ペ
個
人
準
々
決
勝
を
勝
ち

充
実
し
た
表
情
の
見
延
和
靖

カ
イ
ロ

共
同

世
界
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔∃ ¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

８強決まる
高校野球の第104回全国選手

権群馬大会第９日は 日、上毛

新聞敷島と高崎城南の両球場で

３回戦の残り４試合が行われ、

ベスト８が出そろった。桐生商
¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨

⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇒

関連記事 面

が６｜３で藤岡中央を下し、

2016年以来６年ぶりの８強進

出。このほかシードの桐生第一、

利根商、関学付が準々決勝に駒

を進めた。

大会第 日は 日、上毛新聞

敷島球場で準々決勝２試合を行

う。

藤
岡
中
央
０
１
０
１
０
０
１
０
０
━
３

桐

生

商
１
０
０
４
０
０
１
０
×
━
６

▽
３
回
戦
（
高
崎
城
南
）

野球
…
桐
生
商
が
中
盤
に
大
量

得
点
し
、
逃
げ
切
っ
た
。
１
点

を
追
う
四
回
、２
四
球
と
犠
打
、

暴
投
で
１
死
二
、
三
塁
と
し
、

酒
井
の
ス
ク
イ
ズ
で
周
東
が
生

還
。
そ
の
後
も
２
死
一
、
二
塁

と
す
る
と
、
吉
沢
が
３
ラ
ン
を

放
っ
て
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

藤
岡
中
央
は
七
回
、
田
口
の

内
野
ゴ
ロ
で
布
施
が
か
え
り
２

点
差
と
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
だ

っ
た
。

藤岡中央－桐生商 ４回裏桐商２死一 二塁 勝ち越し３ランを

放ち 仲間から祝福を受ける吉沢 中央 ＝高崎城南

４回逆転
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▷３回戦

【上毛新聞敷島】

桐生第一 ４｜２ 常 磐

関 学 付 ４｜１ 高 経 付

【高崎城南】

利 根 商 ７｜２ 新 田 暁

桐 生 商 ６｜３ 藤岡中央

笑
顔
で
や
り
切
っ
た

藤
岡
中
央
・
沢
入
湊
主
将
の

話

悔
い
も
残
る
が
、
全
員
が

最
後
ま
で
笑
顔
で
や
り
切
っ

た
。
つ
い
て
き
て
く
れ
た
仲
間

に
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

桐
生
商
の
吉
沢
叶か

な

人と

が
公
式

戦
初
本
塁
打
と
な
る
３
ラ
ン
を

放
ち
、
６
年
ぶ
り
の
８
強
入
り

を
引
き
寄
せ
た
。
初
回
に
先
制

す
る
も
追
加
点
が
奪
え
ず
、
藤

岡
中
央
に
逆
転
を
許
し
た
直
後

の
四
回
裏
だ
っ
た
。
単
打
狙
い

の
ス
イ
ン
グ
は
内
角
高
め
を
芯

で
捉
え
た
。
「
気
持
ち
良
か
っ

た
」
。
失
点
に
つ
な
が
っ
た
二

回
の
失
策
を
見
事
に
挽
回
し
て

み
せ
た
。

試
合
に
出
ら
れ
ず
、
も
ど
か

し
い
日
々
が
糧
と
な
っ
た
。
肩

を
負
傷
し
、
昨
年

月
か
ら
今

春
ま
で
長
期
離
脱
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
守
備
練
習
が
で
き
な

い
中
で
続
け
て
き
た
打
撃
練
習

の
成
果
を
こ
こ
ぞ
の
場
面
で
発

揮
。
同
じ
み
ど
り
大
間
々
中
出

身
の
鏑
木
仁
が
、
初
戦
で
大
会

５
年
ぶ
り
と
な
る
満
塁
弾
を
放

っ
た
こ
と
も
刺
激
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
は
守
備
力
の
高
さ

が
売
り
で
、
１
年
時
か
ら
遊
撃

を
任
さ
れ
て
い
た
。
夏
に
復
帰

が
間
に
合
い
、
高
橋
正
志
監
督

は
「
（
吉
沢
が
）
戻
っ
て
き
た

こ
と
で
守
備
が
固
ま
っ
た
」
と

信
頼
を
寄
せ
る
。

次
戦
は
名
将
福
田
治
男
監
督

率
い
る
利
根
商
。
福
田
監
督
が

桐
生
第
一
で
全
国
制
覇
し
た
１

９
９
９
年
当
時
、
高
橋
監
督
は

同
校
コ
ー
チ
を
務
め
て
お
り
、

師
弟
対
決
と
な
る
。
高
橋
監
督

は
「
投
手
力
、
守
備
力
、
打
力

の
全
て
で
（
相
手
が
）
上
だ
と

思
う
が
、
全
力
で
ぶ
つ
か
り
た

い
」
と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

（
文

金
子
雄
飛
、
写
真

大

橋
周
平
）

桐商・吉沢

チ
ー
ム
勝
利
導
く

公
式
戦
初
本
塁
打
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(令和４年)（２１） (令和４年)（２１）


